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地
方
の「
衰
退
、人
口
減
少
」原
因
は
、つ
ま
ら
な
い

　

私
は
2
0
1
7
年
、
鳥
取
県
江
府
町
の
「
江
府
町
ま
ち

づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
務
め
た
。
同
年
4
月
と
10
月

に
江
府
町
に
滞
在
し
て
実
践
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
業
務
と
講

演
を
題
材
に
、
人
口
減
少
対
策
を
主
に
地
方
創
生
策
の
提

言
を
行
う
第
1
回
で
あ
る
。

　

江
府
町
は
、
人
口
が
最
も
少
な
い
県
の
中
で
も
、
人
口

が
最
も
少
な
い
町
。
2
0
1
7
年
末
の
人
口
3
0
1
0
人

は
10
年
前
の
3
7
0
3
人
と
比
較
し
て
、
19
％
も
減
少
。

　

人
口
減
少
の
原
因
と
解
決
策
は
、
他
の
衰
退
す
る
地
方

都
市
と
同
様
、
次
の
2
点
に
集
約
さ
れ
る
。

　

1
．�「
町
の
生
活
が
面
白
く
な
い
（
つ
ま
ら
な
い
）」
の

で
、
人
を
呼
べ
ず
（
人
が
流
出
し
て
）、
人
口
減

少
と
地
域
衰
退
に
陥
る

　

2
．�

A
：
1
の
真
実
を
首
長
な
ど
自
治
体
が
認
め
ず

→
B
：
ウ
ソ
の
原
因
を
捏ね

つ
ぞ
う造

→
C
：
人
口
減
少
政

策
と
地
方
創
生
政
策
が
「
綺き

れ
い麗

事
、
的
外
れ
」
で

成
果
が
出
な
い
（
A
B
C
の
定
義
と
例
は
後
述
）

地
方
創
生
へ
真
の
解
決
策
は「
楽
し
い
町
を
創
る
」

　

拙
著
「
競
わ
な
い
地
方
創
生
～
人
口
急
減
の
真
実
」
は
、

2
点
を
「
不
都
合
な
真
実
」
と
定
義
し
、
原
因
と
解
決
策

を
詳
解
し
た
。
要
約
す
る
と
次
の
通
り
。

　

〝
地
方
が
衰
退
・
人
口
減
少
に
陥
る
根
本
的
な
原
因
は

「
地
方
の
生
活
が
面
白
く
な
い
（
つ
ま
ら
な
い
）」
か
ら
、

人
が
流
出
す
る
。
こ
の
不
都
合
な
真
実
を
、
自
治
体
が
認

め
ず
、
的
外
れ
な
政
策
に
金
と
時
間
を
浪
費
す
る
こ
と
が

最
大
の
課
題
。
不
都
合
な
真
実
を
認
め
さ
え
す
れ
ば
、
解

決
策
は
「
面
白
い
町
を
創
る
」
こ
と
と
簡
単
に
分
か
る
。

面
白
い
町
を
創
る
こ
と
を
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
言
う
。
衰

退
す
る
町
は
「
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
な
い
」
の
だ
。

面
白
い
町
を
創
れ
ば
、
定
住
者
と
観
光
者
が
増
え
る
〟

　

最
近
、
拙
著
と
同
じ
「
不
都
合
な
真
実
」
を
指
摘
す
る

書
籍
が
増
え
て
き
た
。
例
え
ば
、
劇
作
家
の
平
田
オ
リ

ザ
氏
は
著
書
「
下
り
坂
を
そ
ろ
そ
ろ
と
下
る
」（
講
談
社
、

2
0
1
6
年
）
の
9
㌻
で
次
の
よ
う
に
記
す
。
以
下
、
A

が
不
都
合
な
真
実
、
B
が
ウ
ソ
の
原
因
、
C
が
真
の
解
決

策
、
D
が
的
外
れ
で
成
果
が
出
な
い
政
策
。

　

「
大
学
の
教
員
を
15
年
や
っ
て
い
て
B
：『
地
方
に

は
雇
用
が
な
い
か
ら
、
帰
ら
な
い
』
と
い
う
学
生
に
は
、

ほ
と
ん
ど
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。
彼
ら
は
口
を
揃
え
て
、

A
：『
地
方
は
、
つ
ま
ら
な
い
。
だ
か
ら
帰
ら
な
い
』
と

言
う
。
そ
う
な
ら
ば
、
C
：
つ
ま
ら
な
く
な
い
街
を
創
れ

ば
い
い
。（
中
略
）
A
：
だ
が
政
治
家
は
、
こ
う
い
う
こ

と
は
口
が
裂
け
て
も
言
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
を
言

っ
た
瞬
間
に
『
今
の
自
分
の
支
持
者
た
ち
は
、
つ
ま
ら
な

い
人
た
ち
だ
』
と
公
言
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら
。

そ
し
て
、
あ
い
か
わ
ら
ず
、
D
：
工
場
団
地
を
建
て
、
公

営
住
宅
を
整
備
す
れ
ば
、
若
者
た
ち
は
戻
っ
て
き
て
く
れ

る
と
い
う
幻
想
を
追
っ
て
い
る
」

楽
し
い
町
を
創
る
第
一
歩
は
、本
音
を
本
気
で
語
る

　

首
長
（
政
治
家
）
は
、
ど
う
す
べ
き
か
？　

ウ
ソ
・
綺

麗
事
は
厳
禁
。「
楽
し
い
町
を
創
ろ
う
」
と
、
本
音
を
本

気
で
語
ろ
う
。
白
石
祐
治
・
江
府
町
長
は
、
そ
れ
を
実
践

す
る
。

　

白
石
町
長
は
2
0
1
6
年
8
月
の
就
任
時
に
、
最
上

位
の
理
念
・
公
約
に
「
3
0
0
0
人
の
楽
し
い
町
を
目

久
繁
哲
之
介

地
域
再
生
プ
ラ
ン
ナ
ー

つ
ま
ら
な
い
か
ら
地
方
は
衰
退
→
楽
し
い
町
を
創
る
～
江
府
町
編
①

一
流
レ
シ
ピ（
成
功
例
）を
、二
流
の
人
が
真
似
て
も
、品
質
は
低
い

木
曜
連
載

働
き
方
と
、意
識
を
改
革
せ
よ
㊽
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指
し
て
」
を
掲
げ
た
。
こ
れ
を
具
体
化
す
る
政
策
は

「
3
0
0
0
人
の
楽
し
い
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
以

下
、
3
0
0
0
人
チ
ー
ム
）」
の
結
成
。
メ
ン
バ
ー
を
職

員
か
ら
選
抜
し
た
。

　

選
抜
方
法
は
「
30
歳
代
ま
で
の
若
者
で
、
面
白
い
町
を

創
る
意
欲
が
高
い
」
職
員
を
自
薦
・
他
薦
。
第
1
次
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
5
人
が
選
抜
さ
れ
た
。

　

第
1
次
と
い
う
意
味
は
、
5
人
の
活
動
実
績
を
見
て
か

ら
、
8
カ
月
後
の
新
年
度
2
0
1
7
年
4
月
に
、
職
員
の

自
薦
・
他
薦
に
よ
る
第
2
次
募
集
を
行
う
こ
と
。
第
2
次

は
2
人
が
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
、
計
7
人
と
な
る
。

　

こ
の
「
組
織
を
作
る
→
活
性
化
す
る
」
方
法
は
、
拙
著

「
商
店
街
再
生
の
罠
」
で
詳
解
し
た
。
と
て
も
優
れ
て
い

る
の
で
、
読
者
は
実
践
し
よ
う
。
以
下
に
要
約
す
る
。

組
織
を「
つ
く
る
→
活
性
化
・
拡
大
す
る
」段
階
的
な
方
法

　

地
域
再
生
な
ど
を
目
的
に
設
立
す
る
新
た
な
組
織
へ
の

参
加
は
、
実
績
（
前
例
）
を
見
な
い
と
決
断
で
き
な
い

「
前
例
主
義
者
」
が
多
い
。
公
務
員
に
は
特
に
多
い
。

　

だ
か
ら
、
最
初
は
意
欲
が
高
い
者
だ
け
を
選
抜
し
て
、

小
さ
な
成
果
で
よ
い
か
ら
早
く
実
績
を
創
る
・
見
せ
る
。

第
1
次
メ
ン
バ
ー
が
実
績
を
つ
く
っ
た
後
、
メ
ン
バ
ー
を

再
募
集
す
る
と
、
前
例
主
義
者
は
参
加
し
や
す
い
。

　

た
だ
し
、
後
か
ら
参
加
し
た
前
例
主
義
者
を
「
ず
る

い
」
等
と
批
判
す
る
者
が
多
く
出
現
す
る
。
新
旧
メ
ン
バ

ー
で
は
、
汗
を
か
く
量
が
か
な
り
違
う
か
ら
当
然
だ
。
か

と
い
っ
て
、
最
初
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
固
定
す
る
と
、
周

囲
か
ら
「
閉
鎖
的
」
等
と
批
判
さ
れ
る
。

　

従
っ
て
、
メ
ン
バ
ー
は
固
定
せ
ず
、
再
募
集
を
か
け
て
、

メ
ン
バ
ー
が
増
え
た
局
面
で
「
チ
ー
ム
に
新
た
な
課
題
・

刺
激
を
与
え
て
、
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
（
以
下
、
こ
れ
）」

重
責
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
必
要
と
な
る
。

で
き
る
事
・
で
き
る
人
だ
け
で
始
め
、組
織
・
事
業
を
育
成

　

江
府
町
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
私
の
職

務
は
多
い
が
、
こ
れ
を
重
視
し
た
。
3
0
0
0
人
チ
ー
ム

は
、
メ
ン
バ
ー
が
増
え
た
後
の
新
た
な
課
題
の
一
つ
と
し

て
、
次
の
壮
大
な
企
画
を
準
備
し
て
い
る
。

　

「
町
民
3
0
0
0
人
の
特
技
・
夢
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
D
B
）
化
、
町
の
政
策
す
べ
て
に
活
用
（
以
下
、
D
B

企
画
）」

　

D
B
企
画
は
、
次
の
二
つ
の
前
提
で
成
立
す
る
。

　

1
．�
人
口
が
3
0
0
0
人
と
少
な
い
か
ら
、
実
践
で
き

る
「
人
口
が
少
な
い
弱
み
を
、
強
み
に
変
え
る
」

　

2
．�
先
述
し
た
組
織
づ
く
り
と
同
様
「
最
初
は
、
意
欲

が
高
い
町
民
だ
け
を
D
B
化
→
実
績
を
創
っ
た
後
、

再
募
集
す
る
」
段
階
的
な
方
法

　

2
は
、
事
業
を
実
践
す
る
基
本
。
要
は
、
組
織
づ
く
り

も
、
事
業
の
実
践
も
、
基
本
は
次
の
よ
う
に
「
プ
ロ
セ
ス

を
踏
む
、
段
階
的
に
進
め
る
」
事
で
あ
る
。

　

最
初
は
、
で
き
る
事
・
で
き
る
人
だ
け
で
、
早
く
小
さ

く
始
め
て
、
小
さ
く
て
も
良
い
か
ら
早
く
実
績
を
創
る
・

周
囲
に
見
せ
る
。
実
績
が
出
る
迄ま

で

、
組
織
・
事
業
は
大
き

く
し
な
い
。
撤
退
・
解
散
の
選
択
肢
も
考
え
て
お
く
。

　

実
績
が
出
て
初
め
て
、
で
き
な
い
事
・
で
き
な
い
人
も

対
象
に
加
え
る
第
2
段
階
へ
進
む
。

　

一
方
、
失
敗
す
る
事
業
・
組
織
づ
く
り
は
、
以
上
と
正

反
対
。
い
き
な
り
完
成
形
（
大
き
な
事
業
・
組
織
）
を
作

り
た
が
り
、
で
き
な
い
事
・
で
き
な
い
人
も
最
初
か
ら
対

象
に
加
え
る
。
す
る
と
、
で
き
な
い
事
・
で
き
な
い
人
が
、

で
き
る
事
・
で
き
る
人
の
足
を
引
っ
張
る
。

　

よ
く
「
地
域
再
生
の
過
程
で
、
で
き
る
人
の
足
を
引
っ

張
る
奴や
つ

ら
が
い
て
失
敗
し
た
」
と
い
う
話
を
聞
く
が
、
最

大
の
原
因
は
組
織
づ
く
り
に
あ
る
。

一
流
レ
シ
ピ（
成
功
例
）は
、二
流
が
真
似
し
て
も
失
敗

　

D
B
企
画
を
発
案
す
る
経
緯
は
「
面
白
い
町
を
創
る
本

質
」
を
理
解
で
き
る
の
で
、
説
明
し
よ
う
。

　

江
府
町
に
あ
る
「
道
の
駅
：
奥
大
山
（
以
下
、
道
の

駅
）」
は
、
2
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
上
野
真
さ
ん
、

古
海
修
祐
さ
ん
）
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
運
営
す
る
。

　

上
野
さ
ん
は
東
京
の
出
版
社
で
編
集
長
の
経
験
が
あ
り
、

白
石
町
長
の
声
掛
け
で
移
住
し
て
い
る
。

　

2
人
は
、
道
の
駅
を
活
性
化
す
る
政
策
の
一
つ
と
し
て
、

道
の
駅
レ
ス
ト
ラ
ン
に
、
一
流
シ
ェ
フ
を
招し

ょ
う
へ
い聘す

る
こ
と

に
成
功
し
た
。

　

一
流
シ
ェ
フ
の
料
理
は
、
美お

い味
し
く
て
話
題
と
な
る
。

し
か
し
、
一
流
シ
ェ
フ
が
休
暇
で
不
在
の
日
に
は
、
料
理

の
質
が
落
ち
る
、
と
い
う
課
題
が
生
じ
た
。

　

個
人
店
な
ら
、
シ
ェ
フ
が
休
暇
の
日
は
、
店
を
休
業
日

に
す
れ
ば
よ
い
が
、
道
の
駅
は
毎
日
営
業
で
、
休
業
日
は

作
れ
な
い
。
こ
の
課
題
、
読
者
な
ら
ど
う
解
決
す
る
か
？

　

ダ
メ
な
人
は
「
一
流
シ
ェ
フ
が
レ
シ
ピ
を
作
り
、
代
替
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者
が
〝
レ
シ
ピ
（
成
功
例
）
を
真ま

ね似
〟
す
れ
ば
よ
い
」
と
、

安
易
に
考
え
る
が
、
こ
の
猿
真
似
思
考
は
必
ず
失
敗
す
る
。

　

本
連
載
は
、
猿
真
似
の
失
敗
を
繰
り
返
し
戒
め
て
き
た

が
、
当
事
例
は
そ
の
事
実
が
分
か
り
や
す
い
。

　

料
理
（
事
業
）
は
、
同
じ
「
レ
シ
ピ
（
成
功
事
例
）」

を
使
用
（
真
似
）
し
て
も
、
シ
ェ
フ
（
実
践
者
）
の
能
力

の
差
で
、
成
果
の
質
に
は
雲
泥
の
差
が
出
る
。
つ
ま
り

「
一
流
シ
ェ
フ
の
成
果
物
は
本
物　
VS　

二
流
の
成
果
物

は
偽
物
」
な
の
だ
。

　

顧
客
は
両
者
に
、
両
極
端
な
反
応
を
示
し
、
そ
れ
（
顧

客
満
足
度
）
が
事
業
の
成
否
を
分
け
る
。

　

本
物
に
は
、
顧
客
は
感
動
す
る
か
ら
「
リ
ピ
ー
ト
す
る
、

良
い
口
コ
ミ
が
流
れ
る
」
結
果
、
成
功
事
例
に
な
る
。

　

偽
物
に
は
、
顧
客
は
落
胆
す
る
か
ら
「
も
う
行
か
な
い
、

悪
い
口
コ
ミ
が
流
れ
る
」
結
果
、
失
敗
す
る
。

　

こ
れ
は
「
働
き
方
改
革
」
の
発
想
で
解
決
で
き
る
。

　

お
金
が
あ
る
大
企
業
な
ら
「
課
題
は
、
金
で
解
決
す

る
」
発
想
で
、
次
の
1
か
2
を
簡
単
に
実
践
で
き
る
。

　

し
か
し
、
お
金
が
無
い
小
企
業
・
小
都
市
は
、
拙
著

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
顧
客
を
連
れ
て
く
る
」
で
詳
解
し
た

よ
う
に
「
課
題
は
、
協
働
で
解
決
す
る
」
発
想
の
3
が
望

ま
し
い
。

　

1
．
大
手
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
が
実
践
す
る
よ
う
に
、

一
流
シ
ェ
フ
を
何
人
か
雇
用
し
、
シ
フ
ト
勤
務
を
組
む
。

　

2
．
大
手
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
が
実
践
す
る
よ
う

に
、
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
で
調
理
済
み
の
料
理
を
、
各

店
の
二
流
（
ア
ル
バ
イ
ト
）
は
最
終
処
理
を
す
る
だ
け
。

　

3
．
一
流
シ
ェ
フ
の
休
暇
日
は
、
主
婦
が
日
替
わ
り
で

シ
ェ
フ
に
な
り
、
メ
ニ
ュ
ー
も
食
材
も
主
婦
に
任
せ
る
。

課
題
を「
金
で
解
決
　
VS
　
協
働
で
解
決
」

　

2
人
は
解
決
策
と
し
て
当
然
、
3
を
考
え
る
。
し
か
し
、

よ
そ
者
の
2
人
は
地
元
の
主
婦
と
繋つ

な

が
り
が
な
い
。
そ
こ

で
、
3
0
0
0
人
チ
ー
ム
に
相
談
し
た
。

　

3
0
0
0
人
チ
ー
ム
は
、
カ
レ
ー
作
り
が
上
手
な
地
元

の
主
婦
（
以
下
、
彼
女
）
と
農
家
に
声
を
掛
け
、
協
働
し

て
次
の
企
画
が
実
現
し
た
。

　

〝
シ
ェ
フ
が
休
暇
の
日
は
、
彼
女
が
シ
ェ
フ
に
な
り
、

カ
レ
ー
だ
け
を
提
供
す
る
「
カ
レ
ー
の
日
」
に
す
る
。
カ

レ
ー
に
使
う
米
と
野
菜
、
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
サ
ラ
ダ
は
、

地
元
の
食
材
を
使
い
、
地
産
地
消
を
P
R
す
る
〟

　

こ
の
協
働
の
効
果
は
、
登
場
人
物
ご
と
に
次
の
よ
う
に

整
理
で
き
る
。

　

1
．�

彼
女
は
、
新
し
い
仕
事
と
、
や
り
が
い
を
得
た

　

2
．�
農
家
も
、
収
入
と
、
や
り
が
い
が
増
え
た

　

3
．�
シ
ェ
フ
は
、
気
兼
ね
な
く
、
休
暇
を
取
得
で
き
る

　

4
．�

移
住
者
＝
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
課
題
を

解
決

　

5
．�

道
の
駅
は
、
課
題
を
解
決
か
つ
魅
力
向
上

　

6
．�

3
0
0
0
人
チ
ー
ム
は
、
次
の
三
つ
の
目

的
か
ら
「
面
白
い
町
を
創
る
」
D
B
企
画

を
発
案
で
き
た

　
　
　

①�

市
民
と
農
家
の
活
躍
：
1
と
2

　
　
　

②�

シ
ェ
フ
と
移
住
者
の
活
躍
：
3
と
4

　
　
　

③�

町
の
魅
力
向
上
（
1
～
5
全
て
）

白
石
町
長
：
座
右
の
銘「
人
が
人
を
呼
ぶ
」

　

登
場
人
物
ご
と
に
整
理
し
た
「
協
働
」
の
効
果
は
、
次

の
よ
う
に
「
人
が
人
を
呼
ぶ
」
効
果
と
換
言
で
き
る
。

　

〝
白
石
町
長
が
、
上
野
さ
ん
を
呼
ぶ
→
上
野
さ
ん
が
古

海
さ
ん
と
協
働
で
、
一
流
シ
ェ
フ
を
呼
ぶ
→
課
題
が
生
じ

て
、
3
0
0
0
人
チ
ー
ム
が
、
彼
女
と
農
家
を
呼
ぶ
→
彼

女
と
農
家
が
、知
り
合
い
を
顧
客
と
し
て
道
の
駅
へ
呼
ぶ
〟

　
　

協
働
に
よ
る
「
楽
し
い
町
づ
く
り
」
は
こ
の
よ
う
に

「
人
が
人
を
呼
ぶ
」
中
で
、
徐
々
に
進
化
し
て
い
く
。

　

留
意
す
べ
き
は
、
綺
麗
事
を
言
う
「
人
は
人
を
呼
べ
な

い
」
の
で
課
題
解
決
を
、
金
（
補
助
金
）
に
依
存
。
本
音

を
本
気
で
語
る
「
人
が
人
を
呼
ぶ
」
事
が
で
き
、
協
働
で

課
題
解
決
。
白
石
町
長
は
、
本
音
を
本
気
で
語
る
か
ら
、

上
野
さ
ん
や
私
を
東
京
か
ら
連
れ
て
く
る
事
が
で
き
た
。

　

白
石
町
長
は
「
人
が
人
を
呼
ぶ
」
を
、
座
右
の
銘
と
し

て
い
て
、
個
人
ブ
ロ
グ
の
タ
イ
ト
ル
に
も
使
用
し
て
い
る
。

　

拙
著
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
顧
客
を
連
れ
て
く
る
」
の
本

写真1　久繁の名刺は「お守り」と
して、町内では楽しい町づくりに使
用。町外ではシティセールスに使用
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質
も
「
人
が
人
を
呼
ぶ
」
こ
と
で
あ
る
と
換
言
で
き
る
。

面
白
い
町
と
は「
市
民
が
主
役
で
協
働
で
き
る
」こ
と

　

面
白
い
町
を
創
る
本
質
の
話
は
以
上
で
す
が
、
ま
さ
か

「
面
白
い
こ
と
っ
て
、
何
？
」
と
、
答
え
（
何
）
を
欲
し

て
い
な
い
で
す
よ
ね
？　

す
ぐ
答
え
（
何
）
だ
け
を
欲
す

る
人
は
「
役
所
の
主
導
で
、
何
を
や
る
か
決
め
る
」
悪あ

し

き
典
型
。

　

面
白
い
こ
と
を
「
何
」
と
い
う
軸
で
考
え
る
の
は
実
に

不
毛
か
つ
滑
稽
だ
。
な
ぜ
な
ら
「
面
白
い
こ
と
（
何
）
は
、

人
に
よ
っ
て
違
う
」
か
ら
。

　

面
白
い
こ
と
を
「
自
分
（
た
ち
市
民
）
が
主
役
」
と
い

う
軸
で
考
え
る
と
「
正
し
い
・
ま
ち
づ
く
り
」
の
本
質
が

分
か
る
。

　

正
し
い
・
ま
ち
づ
く
り
は
「
自
分
（
た
ち
市
民
）
が
主

役
に
な
る
」
こ
と
が
大
切
で
「
何
を
や
る
か
」
は
二
の
次
。

主
役
に
な
れ
る
か
ら
、
何
を
や
っ
て
も
「
面
白
い
」。

　

協
働
で
効
果
を
出
せ
な
い
自
治
体
は
「
役
所
が
主
役

（
役
所
の
主
導
）
で
、
何
を
や
る
か
決
め
る
」
現
状
を

「
民
（
市
民
・
民
間
）
が
主
役
で
、
面
白
い
こ
と
を
や

る
」
正
し
い
協
働
ま
ち
づ
く
り
へ
改
革
し
よ
う
。

初
対
面
の
挨
拶
か
ら
、協
働
に
巻
き
込
む
仕
掛
け

　

江
府
町
が
「
楽
し
い
町
を
創
る
、
協
働
を
進
め
る
」
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
私
は
、
白
石
町
長
と
相
談
し
て
、
写
真
1

の
名
刺
（
裏
は
久
繁
本
来
の
名
刺
）
を
町
内
外
で
使
う
。

　

町
内
の
場
合
、
以
下
の
よ
う
に
使
う
。
相
手
か
ら
先
に

名
刺
・
名
前
を
頂
き
、
私
は
相
手
の
名
前
を
連
呼
し
な
が

ら
次
の
挨あ

い
さ
つ拶
・
会
話
を
す
る
。

　

〝
私
の
名
刺
は
、
〇
〇
（
相
手
の
名
前
）
さ
ん
の
将
来

が
、
右
肩
上
が
り
で
成
長
で
き
る
「
お
守
り
」
で
す
。
山

の
多
く
は
、
何ど

こ処
か
ら
見
て
も
同
じ
形
で
す
が
、
中
四
国

で
最
高
峰
の
大
山
は
江
府
町
か
ら
見
る
と
、
株
価
の
理
想

曲
線
の
如ご

と

く
「
右
肩
上
が
り
」
に
見
え
ま
す
。
だ
か
ら
、

日
立
な
ど
日
本
を
代
表
す
る
企
業
の
多
く
が
決
算
書
の
表

紙
に
「
江
府
町
か
ら
見
る
大
山
」
を
使
い
ま
す
（
写
真
2
）。
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要
は
、
決
算
書
を

作
る
・
見
る
人
に

と
っ
て
「
江
府
町

は
右
肩
上
が
り
の

聖
地
」
と
し
て
有

名
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
江
府
町
に

自
信
と
誇
り
を
持

ち
ま
し
ょ
う
！

　

私
の
名
刺
に
は
、
も
う
一
つ
意
味
が
あ
る
。
大
山
は
、

人
と
同
様
、
視
点
の
置
き
方
に
よ
っ
て
、
様
々
な
形
に
見

え
る
。
白
石
町
長
を
は
じ
め
江
府
町
役
場
は
、
〇
〇
さ
ん

を
最
も
輝
く
視
点
か
ら
見
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
〇
〇
さ
ん

の
特
技
を
活い

か
す
D
B
企
画
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
〇
〇

さ
ん
の
特
技
や
夢
を
私
に
語
っ
て
く
だ
さ
い
〟

情
報
発
信
は「
量
で
な
く
質
」

　

私
は
江
府
町
の
名
刺
を
、
町
外
で
は
「
江
府
町
の
シ
テ

ィ
セ
ー
ル
ス
」
に
使
う
。
江
府
町
は
他
の
小
都
市
と
同
様
、

認
知
度
が
低
く
、
都
市
名
さ
え
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

江
府
町
民
は
大
都
市
へ
行
き
、
江
府
と
読
み
書
き
す
る

と
、
95
％
以
上
の
確
率
で
次
の
反
応
を
受
け
て
、
す
ご
く

悔
し
い
思
い
を
す
る
、
と
い
う
。

　

江
府
と
書
く
と
「
何
と
読
む
の
？　

エ
フ
で
す
か
？
」。

　

こ
う
ふ
と
言
え
ば
「
山
梨
の
甲
府
で
す
ね
」。

　

公
務
員
に
「
あ
な
た
な
ら
江
府
町
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
、

ど
う
実
践
し
ま
す
か
」
と
聞
く
と
、
皆
「
宣
伝
（
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
）
の
量
が
足
り
な
い
」
と
誤
答
す
る
。

　

公
務
員
は
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
「
質
よ
り
量
」
と
誤
解

し
「
顧
客
の
関
心
を
無
視
し
て
、
自
分
が
伝
え
た
い
多
く

の
情
報
を
押
し
付
け
る
」
こ
と
と
誤
解
す
る
。
だ
か
ら
、

成
果
が
出
な
い
。
例
え
ば
、
名
刺
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

地
域
資
源
の
写
真
と
名
前
を
数
多
く
「
並
べ
る
、
押
し
付

け
る
」
だ
け
。
だ
か
ら
、
相
手
は
辟へ

き
え
き易
す
る
。

　

そ
こ
で
私
は
、
3
0
0
0
人
チ
ー
ム
を
集
め
た
職
員
研

修
「
情
報
発
信
は
量
で
な
く
質
」
を
実
践
し
た
。

　

研
修
の
一
部
〝
公
務
員
の
名
刺
交
換
と
、
私
の
名
刺
交

換
挨
拶
を
比
べ
る
と
、
公
務
員
の
欠
陥
は
次
の
三
つ
に
集

約
で
き
る
〟
を
以
下
に
詳
解
す
る
。

　

1
．�

顧
客
に
楽
し
さ
・
共
感
を
与
え
る
目
線
の
欠
如

　

2
．�

名
刺
と
挨
拶
に
連
携
が
無
い
、
物
語
性
も
無
い

　

3
．�

保
管
し
た
く
な
る
仕
掛
け
が
無
く
、
捨
て
ら
れ
る

1
．事
務
的
な
情
報
発
信
　
VS
　
共
感
を
得
る
情
報
発
信

　

1
は
「
顧
客
目
線
の
欠
如
」
と
い
う
。
顧
客
目
線
と
は
、

相
手
（
顧
客
）
に
楽
し
さ
・
共
感
を
与
え
る
こ
と
。
要
は

「
市
民
が
楽
し
め
る
町
づ
く
り
」
の
基
本
で
あ
る
。

　

こ
の
基
本
は
、
名
刺
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
情
報
発
信

で
も
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

情
報
発
信
は
「
事
務
的
な
情
報
発
信
」
と
「
共
感
を
得

る
情
報
発
信
」
の
二
つ
に
分
け
つ
つ
、
二
つ
を
連
携
し
て

成
果
が
出
る
。
役
所
の
名
刺
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
自
分

が
伝
え
た
い
内
容
を
、
欲
張
っ
て
多
く
盛
り
込
む
か
ら
、

事
務
的
に
並
べ
る
・
伝
え
る
物
に
な
っ
て
し
ま
う
。

2
．対
象
を
絞
る
か
ら
、物
語
性
と
連
携
を
創
出
で
き
る

　

情
報
発
信
と
政
策
は
、
あ
れ
も
こ
れ
も
詰
め
込
む
と
、

必
ず
失
敗
す
る
。
で
き
な
い
事
・
で
き
な
い
人
も
詰
め
込

む
と
失
敗
す
る
組
織
づ
く
り
と
同
じ
で
あ
る
。

　

情
報
発
信
の
解
決
策
も
、
組
織
づ
く
り
と
同
じ
。
最
初

は
対
象
を
絞
る
。
顧
客
の
共
感
を
得
る
情
報
発
信
は
、
内

容
・
対
象
を
絞
る
。
勇
気
を
持
っ
て
対
象
を
絞
る
か
ら

「
物
語
性
と
連
携
」
と
い
う
価
値
を
創
出
で
き
る
。

　

江
府
町
の
名
刺
コ
ピ
ー
「
江
府
町
か
ら
見
え
る
大
山
は

右
肩
上
が
り
。
あ
な
た
の
将
来
も
右
肩
上
が
り
」
は
、
対

象
を
大
山
に
絞
り
、
物
語
性
を
加
え
、
相
手
に
楽
し
さ
を

与
え
て
い
る
。
私
が
以
前
、
別
の
自
治
体
で
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
務
め
た
時
の
名
刺
に
は
、
特
産
品
二
つ
に
絞
り
、
こ

れ
を
使
う
レ
シ
ピ
を
記
載
し
て
、
顧
客
に
喜
ば
れ
た
。

3
．楽
し
い
か
ら
保
管
さ
れ
る
名
刺
　
VS
　
捨
て
ら
れ
る
名
刺

　

役
所
が
作
成
す
る
名
刺
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
い
と
も

簡
単
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
事
実
を
、
ご
存
じ
で
す
ね
？

　

捨
て
ら
れ
る
理
由
は
「
後
に
活
用
す
る
目
的
が
無
い
、

保
管
し
て
お
く
理
由
が
無
い
」
か
ら
。

　

そ
こ
で
、
私
は
名
刺
の
片
面
を
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務

め
る
自
治
体
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
、
お
守
り
や
料
理

レ
シ
ピ
」
と
し
て
工
夫
・
活
用
す
る
。

　

私
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
自
治
体
に
は
「
楽
し
い

町
づ
く
り
と
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
」
に
貢
献
し
た
い
。
名

刺
を
渡
す
顧
客
に
は
、
お
守
り
や
楽
し
さ
や
物
語
と
い
う

価
値
を
提
供
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
顧
客
目
線
は
、
名
刺

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
一
つ
一
つ
に
、
あ
ま
り
金
を
掛
け
ず
、

顧
客
価
値
を
生
む
。

写真2　日立の決算書は表
紙が「江府町から見る大山」


